




若年型糖尿病の血糖のコントロールをよりよくして,合併症を予防することが重要である

が,そのためには患児・家族に厳格な治療の重要性を理解せしめるような適切な指導と教育

が重要である。これまで患児の糖尿病コントロールの良否を自己評価させるために,尿糖 4

分画法が広く使用されてきたが,われわれは年長児に血糖ホームモニタリングを行わせ,二,

三の症例に良好な成績を得ている。 

若年型糖尿病の管理指導の基準設定の一端として施行した,血糖自己測定による若年型糖

尿病の治療法とその成績を報告する。 


